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東北大学東北メディカル・メガバンク機構（ToMMo）の研究基盤を他機関との連携を通じて利活用し、我が国のゲノム医療研究の推進

に貢献することを目的として、2019年9月より機構内にGWASセンターを設置しました。成果の公開・共有を前提に共同研究を受け

付け、全ゲノムシークエンス解析からバリアントコールまで、あるいはジャポニカアレイⓇによるデータ取得から遺伝子型インピュテー

ション、GWAS 解析までをワンストップで実施いたします。また、適切な同意が得られていれば、ToMMoも参画する「未来型医療創成

センター(INGEM)」で運営されているクリニカルバイオバンクにて検体のバンキングを行うことも可能です。合わせてご相談ください。

ToMMoは、「東北メディカル・メガバンク（TMM）計画」におけるゲノムコホート研究、および

複合バイオバンク構築を通じて、ゲノム医療の実現を目指しています。これまでに、TMM計画の

コホート調査参加者を中心とした全ゲノム解析により、日本人の全ゲノムリファレンスパネル、

基準ゲノム配列を構築・公開しました。また、日本人のゲノム情報取得に最適化したSNPアレイ

（ジャポニカアレイⓇ）を開発、TMM計画参加者15万人のゲノム解析に活用して、大規模なコント

ロールデータを収集しています。これらの取り組みを通じて、ToMMoには解析基盤やデータが

整備され、かつ、技術・ノウハウも蓄積されていることから、他機関との連携の中核として機能

することが期待されています。
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未来型医療創成センター
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■ GWASセンターにおける共同研究の概念図
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非制限公開・メタ解析

ジェノタイピングデータの
制限共有を通じた

ゲノムリスク予測

GWAS

共同研究を募集します

オプション

TMM複合バイオバンク



解析費用と期間 ： 10プレート（960検体）の場合の目安

全搭載マーカー、
疾患関連マーカーリスト

ジャポニカアレイⓇNEO ジャポニカアレイⓇは、ToMMoで構築された全ゲノムリファレンスパネルをもとに設計された、

日本人のゲノム解析を高精度、効率的かつ安価に実施することが可能なSNPアレイです。

現在、当センターでは、2019年9月に上市したジャポニカアレイⓇNEOを用いてジェノタイ

ピングを実施しています。

ジャポニカアレイⓇNEOには、疾患志向性アレイとして、日本人を対象にした研究成果にもと

づく約2.8万の疾患関連SNPが搭載されています。また、3,552人の全ゲノム解析データに

もとづく全ゲノムリファレンスパネル（3.5KJPNv2）から、世界の標準となっている連鎖不平衡

統計量（r2）にもとづき約65万のtag SNPを選抜、搭載することで、日本人ゲノムの遺伝子型

インピュテーションに最適化されたSNPアレイとなっています。搭載マーカーの詳細は、下記

jMorpウェブサイトでご確認いただけます。

ジャポニカアレイⓇ解析

ジェノタイピング～QC・遺伝子型インピュテーション～GWAS解析；合計約890万円

＊事前手続きに係るコンサルティング費用、アレイ・試薬代、また情報解析作業料、スーパーコンピュータ利用料を

　含みます。GWAS解析後の諸解析をご希望の場合、別途費用が発生します。

＊東北大学以外の場合には、別途、間接経費が発生します。

＊解析終了後のスーパーコンピュータの利用には、別途利用料が発生します。

費 用

・ジェノタイピングまで約1.5か月

・QC・遺伝子型インピュテーション～GWAS解析まで約1か月

＊繁忙期はさらにお時間をいただきます。詳細はお問い合わせください。

期 間

ジャポニカアレイⓇNEOを用いたジェノタイピングは、1プレート（96検体）単位で受け付けいたします。

検体あたり、ゲノムDNA 1µgを必要とします。 ＊DNA抽出は別途ご相談ください。

 　　　　  　　　で
GWAS要約統計量も
公開しています！

GWAS目的遺伝子や
SNVによる検索

Downloads

搭載マーカーの検索・ダウンロード ： jMorp



お問合わせ窓口 関連情報

どのような規模の検体・データを有する研究者でも、TMM計画の解析基盤や大規模データから得られるメリットを等しく享受いただき

たいと考え、GWASセンターを設置いたしました。ToMMoの公的バイオバンクとしての役割をご理解いただき、要約統計量の公開や

ゲノムデータの制限共有等をいただける場合には、安価かつ高精度な解析が可能な当センターのご活用をご一考ください。

疾患検体をお持ちで全ゲノム解析やSNPアレイ解析を実施したい、あるいはすでにデータをお持ちで情報解析のみを希望している

場合等でも柔軟に対応いたします。是非、お気軽にお問合せください！

東北メディカル・メガバンク機構の
GWAS解析

ToMMoスーパーコンピュータ

東北大学 未来型医療創成センター

Ver. 2.2 (2022年7月）

【センター長】 田宮 元 　　

【副センター長・アレイ解析】 櫻井 美佳

【全ゲノム解析】 勝岡 史城

研究者の方々へ

共同研究の流れ

お持ちの試料、データ項目や解析目的等をお伺いし、最適な実施内容や費用等に

ついて打合せを行い、共同研究計画を立案します。

倫理審査申請、共同研究契約締結、費用支払い等の手続きを行います。概ね2～3か月

を要します。

＊手続きに係る実費としてコンサルティング費用が発生します。

研究成果の取り扱いについて協議し、覚書を締結します。

試料・データを送付いただき、GWASセンターにて研究計画に沿って解析を進めます。

解析後、得られた結果や報告書を返却いたします。オプションとして、結果の詳細な説明

を受けることも可能です。

＊ToMMoスーパーコンピュータへの結果返却を希望された場合には、別途利用手続き
が必要となります。

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 
GWASセンター

Eメール： info@gwas.megabank.tohoku.ac.jp

電話番号：022-273-6288（9：00～16：30）

＊お問合せは、なるべくEメールでお願いいたします。

01. 事前相談

02. 各種手続き

03. 共同研究の実施

04. 共同研究の終了
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